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与を考慮した Ewingの理論をとりあげてみようo osLに対する固相からの寄与 osL'は
os'1-n△Hf/4NA (2)












であるとする｡ bは液相の界面層の長さ(界面に直角な方向 ),N はその領域の原子





表 (固液界面 自由エネル ギー )
Ag Ag Na Li Pb
′OSL 72 59 ll.6 15.8
′′OSL 64 62 8.4 13.9






























転移は p*= 0.94-0.95で起るので,その近傍をねらい,粒子数 N.-90,810で
実験を行った (表 1)｡ 各密度状態での分子運動をみるため,粒子の 100 ステ ップ
(Arでは約 10~12秒 )にわたる平均位置を100ステップ毎に折れ線でつないだものを
図1,2に示す｡こうして粒子の短周期の振動モー ドを除去し,比較的長周期の運動モ
ー ドを見易くしている｡特徴的協力運動として次のものがみられる｡
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